








食生活
タヌキは雑食のため、昆虫や鳥、ネズミなどの小動物や植物の果実など様々な物を食べます。

季節の移り変わりによって、その種類や割合は変化し、季節ごとに傾向が見られます。

糞からわかる
　その時期の主食と周りの環境
　高尾山の山頂付近に、タヌキたちがよく使うため糞場があります。

そこをよく覗き観察していると、その時にタヌキたちがどんなものを食べているかがよくわかります。

例えば11月頃には、 たくさんのカキやイチョウの種が入っていしました。

また、昆虫の体の破片もよく混じっているのですが、サワガニの脚が入っていることもありました。

糞を観察することで、周囲の植生や環境などの情報も読み取ることができますね。
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冬 秋

小鳥

センチコガネカメムシ

ムカデ

　カマドウマ

アケビ

イチョウ（銀杏）

ジャノヒゲ

ネズミなどの小動物

春は植物の実や昆虫に加え、
小鳥や小動物なども食べる。

夏は植物に加え、
昆虫の割合が増える。

秋は昆虫が減り、
植物の実の割合が増える。
まさに実りの秋！

冬は植物の実や、
越冬中の昆虫なども食べる。

サワガニ

カキ

山頂にも植栽された
カキの木がある！

6号路や 1号路で
時々見かける！



×

タヌキの抱える問題
人里近くに暮らすタヌキだからこそ、私たちは彼らとの距離の取り方についてよく考えなくてはいけません。

高尾山でも、以下のような問題が実際に起きています。

餌付け
　餌付けすることによって、高カロリーな人の食べものを食べ、ビタミン

や食物繊維などが摂れず栄養のバランスが悪くなります。また、本来の採

餌行動をとらなくなったり、人の生活圏に頻繁に出てくるようになったり

してしまいます。人家の庭にため糞をして悪臭が問題になることや、農作

物への被害が出てしまうこともあるそうです。

　以前、高尾山の山頂にも人に慣れてしまったタヌキが、度々姿を現すと

いう事例もありました。

ごみ問題
　高尾山のタヌキのため糞場を見ていると輪ゴムやビニールの破片が

入っていることがあります。人が捨てたり、落としたゴミをタヌキた

ちが食べてしまっているのです。タヌキの糞に人工物が混じることは

他の場所でも確認されているようで、食感やゴムの匂いを食べ物だと

思ってしまっているのかもしれないと考えられています。

疥癬 ( かいせん )
　疥癬はセンコウヒゼンダニに感染すると起きる皮膚病で、皮膚がカサブタの

ようになり、毛が抜けてしまいます。そのため体温の調節ができなくなり寒さ

に耐えられなくなります。このダニが人のペットから由来するのか、自然界に

もともとあるものなのかはわかっていません。

高尾山は登山者がたくさん訪れる山です。都心から近く、アクセスも良い気軽に自然と触れ合える山だ

からこそ、野生動物と人との距離が近くなりやすく、様々な問題が起こっています。

タヌキたちが暮らせる豊かな森を残していきながら、

野生動物たちとの距離や関わり合いを意識して、高尾山の自然を楽しんでいきたいですね。
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←山頂トイレの隅に

　投棄されたゴミ

〈山頂付近のため糞場〉

消化されずそのまま

出てきた大量の輪ゴム→

3号路で撮影された疥癬により毛が抜けたタヌキ

毛が抜け、体温調整がうまくできなくなってしまうため、日向を求めよく人前にも出てくる→

さいごに


